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1. 2025年12月期第3四半期の連結業績（2025年1月1日～2025年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年12月期第3四半期 9,144 6.1 785 9.7 853 10.3 601 580.2

2024年12月期第3四半期 8,618 10.3 715 15.1 774 7.9 88 △86.6

（注）包括利益 2025年12月期第3四半期　　1,038百万円 （100.3％） 2024年12月期第3四半期　　518百万円 （△53.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2025年12月期第3四半期 89.70 ―

2024年12月期第3四半期 13.19 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2025年12月期第3四半期 21,575 16,859 78.1

2024年12月期 21,646 16,057 74.2

（参考）自己資本 2025年12月期第3四半期 16,859百万円 2024年12月期 16,057百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年12月期 ― 15.00 ― 20.00 35.00

2025年12月期 ― 15.00 ―

2025年12月期（予想） 20.00 35.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2025年12月期の連結業績予想（2025年 1月 1日～2025年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,300 1.7 1,050 △6.1 1,150 △4.6 800 101.6 134.25

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年12月期3Q 7,424,140 株 2024年12月期 7,424,140 株

② 期末自己株式数 2025年12月期3Q 722,240 株 2024年12月期 720,060 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年12月期3Q 6,700,134 株 2024年12月期3Q 6,697,491 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等はさまざまな要因により大きく異なる可能性があります。上記予想に関連する事項につきましては、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的
情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第3四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、雇用・所得環境の改善の動きの下で緩やかな回復基調が継続し

ております。その一方、ウクライナや中東情勢の長期化、米国のトランプ政権による各種経済政策の動向懸念といっ

た不安定な国際情勢の影響もあり、原材料価格や燃料価格を含む物価の高騰の継続や不安定な為替相場など、依然と

して先行きは不透明な状況が続いています。

このような中、当社グループの主力製品であるLPG容器用バルブ部門の売上高は材料価格高騰による製品の価格改定

を行う中、再検査需要の増加またバルク向けで需要の増加があり前年同期比増収となりました。配管用バルブ部門の

売上高につきましては材料高騰による製品の価格改定の浸透はあるものの、半導体製造装置向け需要の回復が遅れて

おり前年同期比減収となりました。高圧ガスバルブ・ガス関連設備機器部門につきましては、半導体業界向けの需要

は回復が遅れており、未だ目立った需要の増加には至っておりませんが、消火装置向けでの需要増や製品の価格改定

の浸透もあり前年同期比増収となりました。また、黄銅削り粉の売上高は取扱量の増加に販売価格の上昇も伴い増収

となり、全体の売上高は91億４千４百万円、前年同期比５億２千５百万円（6.1％）の増収となりました。

収益面におきましては、増収の効果が大きい一方で、原材料を含む各種価格高騰が継続した影響もありましたが、

営業利益は７億８千５百万円、前年同期比７千万円（9.7％）の増益となりました。なお親会社株主に帰属する四半期

純利益につきましても前年同期に特別損失に計上しました独占禁止法関連損失の反動が大きく、６億１百万円、前年

同期比５億１千２百万円（580.2％）の増益となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

〔バルブ事業〕

当社の主力商品であるＬＰＧ容器用バルブ部門は売上高39億３千６百万円（前年同期比8.0％増）、配管用バルブ部

門は売上高16億５千４百万円（前年同期比4.2％減）、高圧ガスバルブ・ガス関連設備機器部門は売上高18億２千９百

万円（前年同期比12.2％増）、その他売上高は12億９千万円（前年同期比8.9％増）となり、その結果、売上高は87億

１千１百万円（前年同期比6.4％増）となり、また営業利益は４億９千５百万円（前年同期比15.0％増）となりまし

た。

〔不動産賃貸事業〕

賃貸収入は前年同期とほぼ同じ４億３千３百万円となり、営業利益は２億８千９百万円（前年同期比1.9％増）とな

りました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の流動資産は、前連結会計年度末と比較して、７億９千５百万円減少し、116億１千５

百万円となりました。これは主に売上債権の減少と棚卸資産の増加との差額によるものです。

当第３四半期連結会計期間末の固定資産は、前連結会計年度末と比較して、７億２千４百万円増加し、99億６千万

円となりました。これは主に投資有価証券の評価差額金が増加したことによるものです。

当第３四半期連結会計期間末の流動負債は、前連結会計年度末と比較して、11億１千１百万円減少し、23億７千５

百万円となりました。これは主に仕入債務の減少によるものです。

当第３四半期連結会計期間末の固定負債は、前連結会計年度末と比較して、２億３千９百万円増加し、23億４千万

円となりました。これは主に繰延税金負債の増加によるものです。

当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末と比較して、８億１百万円増加し、168億５千９百万円

となりました。これは主にその他有価証券評価差額金の増加によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2025年２月14日に公表いたしました連結業績予想から変更はありません。

なお、当社グループの連結業績予想につきましては「３.その他（取締役に対する損害賠償請求訴訟の提起につい

て）」も併せてご確認ください。

上記を含め、環境・経済の変化の影響等により、業績予想の修正が必要となった場合には速やかに開示致します。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,334,365 3,882,009

受取手形 1,057,479 920,029

売掛金 2,244,697 1,785,141

電子記録債権 1,031,045 1,002,877

有価証券 25,349 25,713

商品 530 9,466

製品 963,234 1,164,773

原材料 873,782 871,763

仕掛品 1,716,096 1,764,910

貯蔵品 67,983 72,155

前渡金 49,315 48,974

その他 46,926 67,986

貸倒引当金 - △579

流動資産合計 12,410,805 11,615,220

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 2,958,592 2,834,934

構築物（純額） 94,875 88,842

機械及び装置（純額） 1,293,035 1,340,595

車両運搬具（純額） 10,979 16,135

工具、器具及び備品（純額） 46,519 46,333

土地 319,163 319,163

リース資産（純額） 138,091 178,960

建設仮勘定 107,382 185,953

有形固定資産合計 4,968,640 5,010,918

無形固定資産

ソフトウエア 21,889 19,716

電話加入権 2,412 2,412

リース資産 4,950 3,712

借地権 360 360

その他 197 198

無形固定資産合計 29,809 26,400
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年９月30日)

投資その他の資産

投資有価証券 3,639,251 4,342,088

関係会社株式 7,050 7,050

出資金 310 310

長期前払費用 8,527 4,263

会員権 2,439 2,039

繰延税金資産 8,093 7,988

保険積立金 396,306 399,303

その他 175,227 162,182

貸倒引当金 △80 △2,019

投資その他の資産合計 4,237,126 4,923,207

固定資産合計 9,235,576 9,960,526

資産合計 21,646,381 21,575,747
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形 86,009 33,070

買掛金 685,189 608,065

電子記録債務 2,080,213 898,460

未払金 175,804 285,656

未払法人税等 123,630 145,759

未払消費税等 53,178 54,943

未払費用 71,029 64,391

前受金 49,280 49,280

預り金 57,401 20,413

リース債務 44,292 52,900

賞与引当金 54,900 161,300

設備関係支払手形 6,952 1,751

流動負債合計 3,487,880 2,375,992

固定負債

長期未払金 144,100 144,100

退職給付に係る負債 689,414 731,542

長期預り保証金 696,369 696,369

リース債務 117,361 131,842

繰延税金負債 453,931 636,813

固定負債合計 2,101,177 2,340,668

負債合計 5,589,058 4,716,660

純資産の部

株主資本

資本金 395,307 395,307

資本剰余金 652,394 651,934

利益剰余金 13,938,002 14,304,415

自己株式 △692,284 △694,379

株主資本合計 14,293,419 14,657,278

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,739,062 2,186,224

為替換算調整勘定 24,840 15,584

その他の包括利益累計額合計 1,763,903 2,201,809

純資産合計 16,057,323 16,859,087

負債純資産合計 21,646,381 21,575,747
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年１月１日
至 2024年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年９月30日)

売上高

製品売上高 7,000,909 7,421,008

商品売上高 28,882 22,469

加工屑売上高 1,155,755 1,267,750

商品及び製品売上高合計 8,185,546 8,711,229

不動産賃貸収入 433,419 433,147

売上高合計 8,618,966 9,144,377

売上原価 7,018,589 7,452,019

売上総利益 1,600,377 1,692,357

販売費及び一般管理費

運賃 71,778 77,659

役員報酬 143,011 106,659

株式報酬費用 12,963 △3,243

給料 188,964 205,941

賞与 30,057 35,894

賞与引当金繰入額 31,700 34,195

退職給付費用 9,816 12,598

減価償却費 18,819 24,183

その他 377,975 413,155

販売費及び一般管理費合計 885,087 907,045

営業利益 715,289 785,312

営業外収益

受取利息 2,727 5,620

受取配当金 45,336 55,214

雑収入 17,436 17,277

営業外収益合計 65,499 78,112

営業外費用

為替差損 6,706 9,383

雑損失 18 245

営業外費用合計 6,725 9,628

経常利益 774,064 853,796

特別利益

投資有価証券売却益 ― 26

特別利益合計 ― 26
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(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年１月１日
至 2024年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年９月30日)

特別損失

固定資産除却損 765 798

独占禁止法関連損失 454,590 ―

特別損失合計 455,355 798

税金等調整前四半期純利益 318,708 853,024

法人税、住民税及び事業税 264,379 305,858

法人税等調整額 △34,032 △53,857

法人税等合計 230,347 252,001

四半期純利益 88,361 601,023

非支配株主に帰属する四半期純利益 ― ―

親会社株主に帰属する四半期純利益 88,361 601,023
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年１月１日
至 2024年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年９月30日)

四半期純利益 88,361 601,023

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 435,911 447,162

為替換算調整勘定 △5,460 △9,256

その他の包括利益合計 430,451 437,905

四半期包括利益 518,812 1,038,929

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 518,812 1,038,929

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。

（修正再表示）

該当事項はありません。

（追加情報）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 2024年１月１日 至 2024年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント

バルブ事業 不動産賃貸事業 合計

売上高

ＬＰＧ容器用バルブ 3,644,102 ― 3,644,102

配管用バルブ 1,726,700 ― 1,726,700

高圧ガスバルブ及び
ガス関連設備機器

1,630,106 ― 1,630,106

商品 28,882 ― 28,882

黄銅削り粉 1,155,755 ― 1,155,755

その他 ― 578 578

顧客との契約から生じる収益 8,185,546 578 8,186,125

その他の収益 ― 432,841 432,841

外部顧客への売上高 8,185,546 433,419 8,618,966

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ―

計 8,185,546 433,419 8,618,966

セグメント利益 430,968 284,321 715,289

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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当第３四半期連結累計期間(自 2025年１月１日 至 2025年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント

バルブ事業 不動産賃貸事業 合計

売上高

ＬＰＧ容器用バルブ 3,936,650 ― 3,936,650

配管用バルブ 1,654,719 ― 1,654,719

高圧ガスバルブ及び
ガス関連設備機器

1,829,638 ― 1,829,638

商品 22,469 ― 22,469

黄銅削り粉 1,267,750 ― 1,267,750

その他 ― 567 567

顧客との契約から生じる収益 8,711,229 567 8,711,796

その他の収益 ― 432,580 432,580

外部顧客への売上高 8,711,229 433,147 9,144,377

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ―

計 8,711,229 433,147 9,144,377

セグメント利益 495,638 289,674 785,312

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

前第３四半期連結累計期間
（自 2024年１月１日

至 2024年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2025年１月１日

至 2025年９月30日）

減価償却費 397,659千円 385,828千円
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３．その他

（取締役に対する損害賠償請求訴訟の提起について）

当社は2024年６月、公正取引委員会から独占禁止法に基づく排除措置命令および課徴金納付命令を受領しました。

これに関して同年７月、当社の株主１名から当社監査等委員宛の「取締役に対する責任追及の訴え提起請求書」を

受領したことから、当社は当該取締役８名のうち２名に対して責任追及の訴えを提起することを決定し、同年12月27

日に、当該取締役２名に対する損害賠償請求訴訟を東京地方裁判所に提起いたしました。詳細につきましては同日に

公表いたしました「取締役に対する損害賠償請求訴訟の提起について」をご確認ください。

本訴訟の今後の進捗によっては当社の財政状態及び経営成績に重要な影響を及ぼす可能性があります。

なお、当該取締役２名につきましては2025年２月28日開催の取締役会をもって退任しております。
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独立監査人独立監査人独立監査人独立監査人独立監査人ののののの四半期連結財務諸表四半期連結財務諸表四半期連結財務諸表四半期連結財務諸表四半期連結財務諸表ににににに対対対対対するするするするする期中期中期中期中期中レビューレビューレビューレビューレビュー報告書報告書報告書報告書報告書

2025年11月11日

株式会社ハマイ

取締役会 御中

監査法人まほろば

東京都港区

指定社員

公認会計士 土 屋 洋 泰

業務執行社員

指定社員

公認会計士 赤 坂 知 紀

業務執行社員

監査人の結論

当監査法人は、 四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社ハマイの2025年１月１日から2025年12月31日ま

での連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2025年７月１日から2025年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間

（2025年１月１日から2025年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、 すなわち、 四半期連結貸借対照表、 四半期連

結損益計算書、 四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、 上記の四半期連結財務諸表が、 株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準に準拠し

て、 株式会社ハマイ及び連結子会社の2025年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期

間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、 我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期中レ

ビューの基準における当監 査法人の責任は、 「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載されてい

る。当監査法人は、 我が国における職業倫理に関する規定に従って、 会社及び連結子会社から独立しており、 また、 監査人

としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、 結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、 株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準に準拠して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。こ

れには、 不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判

断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、 経営者は、 継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、 株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合に

は当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、 財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、 監査人が実施した期中レビューに基づいて、 期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、 我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、 期中レビューの過程を通じて、 職

業的専門家としての判断を行い、 職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、 財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、 分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、 我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財

務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、 重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、 入手した証拠に基づき、 四半期連結財務諸表において、 株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準に準拠

して、 適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、 継続企業の前提に関する重要な不

確実性が認められる場合は、 期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、 又は重要

な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、 四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は

否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、 期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、

将来の事象や状況により、 企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、 株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１

項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準に準拠していないと信じさせる事項が

認められないかどうかとともに、 関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸表の表示、 構成及び内容並びに四半期連結財

務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、 会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、 四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、 監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、 単独で監査人の

結論に対して責任を負う。

監査人は、 監査等委員会に対して、 計画した期中レビューの範囲とその実施時期、 期中レビュー上の重要な発見事項につ

いて報告を行う。

監査人は、 監査等委員会に対して、 独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、 並びに監査

人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、 及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要

因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、 公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

（注）１．上記は期中レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期決

算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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